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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2018年９月19日から2028年６月20日まで

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、実質
的に日本の株式に投資し、中長期的にＴ
ＯＰＩＸ（東証株価指数、配当込み）を
上回る投資成果を目指します。 

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主
要投資対象とします。 

ヘルスケア日本株マザーファンド 

主として日本の取引所に上場している
株式 

当ファンドの 
運用方法 

■日本の取引所に上場している株式の中
から、医療・介護分野において、日本
の産業育成政策等の成長戦略の恩恵を
受けると判断される銘柄に投資を行い
ます。 

■銘柄選択にあたっては、日本の成長戦
略に関連する事業に着目し、時価総
額、流動性を勘案の上、収益成長性お
よび財務健全性等を分析し組入銘柄を
決定します。 

組入制限 当ファンド 

■株式への実質投資割合には、制限を設
けません。 

■外貨建資産への実質投資割合は、信託
財産の純資産総額の10％以下としま
す。 

ヘルスケア日本株マザーファンド 

■株式への投資割合には、制限を設けま
せん。 

■外貨建資産への投資割合は、信託財産
の純資産総額の10％以下とします。

分配方針 ■年２回（原則として毎年６月および12
月の20日。休業日の場合は翌営業日）
決算を行い、分配を行います。 

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等の範囲内とします。 

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。 

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。 
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受益者の皆さまへ 
平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。 

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、

実質的に日本の株式に投資し、中長期的にＴＯＰ

ＩＸ（東証株価指数、配当込み）を上回る投資成

果を目指します。当期についても、運用方針に沿

った運用を行いました。 

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。 
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設定以来の運用実績 
 

決  算  期 

基 準 価 額 

(ベンチマーク) 

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ             

(東証株価指数、配当込み) 
株式組入 

比  率 

純 資 産

総  額

(分配落) 
税 込 

分配金 

期 中 

騰落率 
 

期 中 

騰落率 

(設 定 日) 円 円 ％ ('18/９/18) ％ ％ 百万円

2018年９月19日 10,000 － － 2,592.48 － － 345

１期(2018年12月20日) 8,535 0 △14.7 2,253.69 △13.1 89.7 3,584

２期(2019年６月20日) 9,231 0 8.2 2,348.68 4.2 98.3 6,088

３期(2019年12月20日) 10,217 100 11.8 2,639.92 12.4 93.9 4,389

※基準価額の騰落率は分配金込み。 

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

※ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当フ

ァンドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 

(ベンチマーク) 

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ             

(東証株価指数、配当込み) 
株式組入 

比  率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％

2019年６月20日 9,231 － 2,348.68 － 98.3

  ６月末 9,096 △ 1.5 2,338.89 △ 0.4 97.8

  ７月末 9,282 0.6 2,360.18 0.5 96.9

  ８月末 8,855 △ 4.1 2,280.58 △ 2.9 96.8

  ９月末 9,251 0.2 2,418.29 3.0 97.9

  10月末 9,719 5.3 2,539.02 8.1 98.7

  11月末 10,061 9.0 2,588.40 10.2 98.1

(期   末)  

2019年12月20日 10,317 11.8 2,639.92 12.4 93.9

※期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

 



 

1 運用経過
基準価額等の推移について（2019年６月21日から2019年12月20日まで）

基準価額等の推移

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※�分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

※当ファンドのベンチマークは、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数、配当込み）です。
※��ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行
者、許諾者は当ファンドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うもの
ではありません。
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基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

分配金再投資基準価額（円）：左軸

ベンチマーク：左軸

期 首 9,231円

期 末 10,317円
（分配金100円（税引前）込み）

騰 落 率 ＋11.8％
（分配金再投資ベース）
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基準価額の主な変動要因（2019年６月21日から2019年12月20日まで）

　当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、日本の取引所に上場している株式の中から、
医療・介護分野において、日本の産業育成政策等の成長戦略の恩恵を受けると判断される銘柄に
投資を行いました。具体的には、「人生100年時代」に象徴される国内の少子高齢化といった人口
動態や、健康志向の高まりといったライフスタイルの変化などに着目し、このような分野で利益
成長が可能な企業の株式を中心に投資しました。

●��９月上旬から期末にかけて、トランプ米大統領が中国との貿易協議継続に前向きな姿勢
を示し、世界景気および企業業績の底打ち回復期待が高まったこと

●��期初から８月下旬にかけて、製造業を中心に国内企業の４－６月期決算が市場予想を下
回る低調な内容であったこと

上昇要因

下落要因

組入れファンドの状況

組入れファンド 投資資産 騰落率 期末組入比率
ヘルスケア日本株マザーファンド 国内株式 ＋12.5% 102.0%
※比率は、純資産総額に対する割合です。
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投資環境について（2019年６月21日から2019年12月20日まで）

当期の株式市場は上昇しました。

　期初から８月下旬にかけては、製造業を中
心に国内企業の４－６月期決算が市場予想を
下回る低調な内容であるなか、米中貿易摩擦
問題が激化、為替市場で１米ドル＝105円程
度まで円高・米ドル安が進み、国内企業業績
の下振れが警戒されたことから、軟調な展開
となりました。
　９月上旬以降はトランプ米大統領が中国と

の貿易協議継続に前向きな姿勢を示したこと
などから上昇に転じ、世界景気および企業業
績の底打ち回復期待を背景に、期末まで上値
を試す展開となりました。
　当期の市場の動きをＴＯＰＩＸ（東証株価
指数、配当込み）でみると、12.4％上昇しま
した。

ポートフォリオについて（2019年６月21日から2019年12月20日まで）

当ファンド
　投資対象である「ヘルスケア日本株マザー
ファンド」を高位に組み入れました。

ヘルスケア日本株マザーファンド
●個別銘柄
　利益成長力が高いと判断した扶桑化学工業、
王子ホールディングス、ストライク、ＣＫＤ、
ＭＡＲＵＷＡ、第一工業製薬などを買い付け
ました。

　一方で、相対的魅力度が低下したコシダカ
ホールディングス、新日本科学、宇部興産、
ラウンドワン、ネットワンシステムズ、日本
触媒などを売却しました。

●ポートフォリオの特性
　「人生100年時代」に象徴される国内の少子
高齢化といった人口動態や、健康志向の高ま
りといったライフスタイルの変化などに着目
して投資を行った結果、化学、情報・通信業、
サービス業、電気機器、卸売業、医薬品、精
密機器などの構成比率が高位となりました。
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※基準価額は分配金再投資ベース

ベンチマークとの差異について（2019年６月21日から2019年12月20日まで）

基準価額とベンチマークの対比（騰落率）

0.0

10.0

20.0
（％）

第3期

11.8 12.4

ベンチマーク
基準価額

　当ファンドは、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数、
配当込み）をベンチマークとしています。
　左のグラフは、基準価額とベンチマーク
の騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異の状況および要因
　当期における基準価額の騰落率は、＋11.8％（分配金再投資ベース）となり、ベンチマークの
騰落率＋12.4％を0.6％下回りました。

●�ジャストシステム、カシオ計算機、神戸物産、中外製薬、ＣＫＤ、クミアイ化学工業な
ど、ベンチマークに比べ高ウェイトで保有する銘柄の株価が上昇したこと

●�ＳＢＩホールディングス、日総工産、日油、ＰＡＬＴＡＣ、資生堂、富士ソフトなど、
ベンチマークに比べ高ウェイトで保有する銘柄の株価が下落したこと

プ ラ ス 要 因

マイナス要因

げんき１００年ライフ株式ファンド 

 

 

 

品    名：as809_02_【全体版】帯・ノンブル（6P）.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム Pd2-user 

プリント日時：2020/02/04 14:50:00 

 

－ 5 － 



 

当ファンド
　引き続き投資対象である「ヘルスケア日本
株マザーファンド」を高位に組み入れます。

ヘルスケア日本株マザーファンド
　世界景気については、一部の主要国で製造
業景況感に改善がみられるなか、主要各国に
おける景気配慮型の政策などが下支えとなり、
底堅く推移すると想定します。短中期の景気
循環および企業業績の底打ち期待が株価の支
援材料と考えられる一方、日本株のバリュ
エーション（投資価値評価）は割安な水準から
の修正が進みました。今後、一段と株価水準
が切り上がるには、世界景気および企業業績

の力強い回復が必要と考えます。このため、
株式市場は底打ち後の世界景気や企業業績の
回復の強さを見極めつつ、もみ合う展開にな
ると想定します。リスク要因としては、米中
貿易協議の決裂、中国や欧州における信用不
安の増大、中東情勢の緊迫化、英国のＥＵ
（欧州連合）離脱問題などに留意する必要があ
ると考えます。
　引き続き、「人生100年時代」に象徴される
国内の少子高齢化といった人口動態や、健康
志向の高まりといったライフスタイルの変化
などに着目し、このような分野で利益成長が
可能な企業の株式を中心に構成します。なお、
中長期的な視点で成長力が低下したと判断し
た銘柄や、業績の下方修正リスクが生じた銘
柄などは、売却対象とします。

分配金について（2019年６月21日から2019年12月20日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第3期 　当期の１万口当たりの分配金（税引前）は、
基準価額水準を勘案し、100円といたしまし
た。
　なお、収益分配に充てなかった留保金に
つきましては、運用の基本方針に基づき運
用いたします。

当期分配金 100
（対基準価額比率） （0.969％）

当期の収益 72

当期の収益以外 27

翌期繰越分配対象額 870
※��単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※��「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

2 今後の運用方針
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3 お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。
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当期中の運用・管理にかかった費用の総額
（原則として、募集手数料、売買委託手数
料および有価証券取引税を除く。）を期中
の平均受益権口数に期中の平均基準価額
（１口当たり）を乗じた数で除した総経費
率（年率換算）は1.58％です。 

※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」におい
て用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を含みません。 

※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満
を四捨五入）です。 

※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当た
りの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合があ
ります。なお、これらの値はあくまでも参考であ
り、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

１万口当たりの費用明細(2019年６月21日から2019年12月20日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 信託報酬 74円 0.786％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×(経過日数／年日数) 
投信会社：ファンド運用の指図等の対価 
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価 
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行

等の対価 

 (投信会社) (36) (0.385)

 (販売会社) (36) (0.385)

 (受託会社) (2) (0.016)

(b) 売買委託手数料 13 0.141 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料  (株式) (13) (0.141)

(c) その他費用 0 0.003 
その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用 

 (監査費用) (0) (0.003)

 (その他) (0) (0.000)

 合 計 87 0.930   
 
期中の平均基準価額は9,377円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 
※売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを
含みます。 

 

参考情報 総経費率（年率換算） 
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当期中の売買及び取引の状況(2019年６月21日から2019年12月20日まで) 
親投資信託受益証券の設定、解約状況 
 

 
設   定 解   約 

口   数 金   額 口   数 金   額 

 千口 千円 千口 千円
ヘルスケア日本株マザーファンド 73,765 160,523 1,063,729 2,433,384
 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
(2019年６月21日から2019年12月20日まで) 

 
項     目 

当     期 

ヘルスケア日本株マザーファンド 

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 34,811,754千円 
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 17,669,594千円 
(c) 売 買 高 比 率 ( a ) / ( b ) 1.97   

 
※単位未満は切捨て。 
※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
※外貨建資産については、(a)は各月末(ただし、決算日の属する月については決算日)の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金

額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。 

 

利害関係人との取引状況等(2019年６月21日から2019年12月20日まで) 
(１)利害関係人との取引状況 

げんき１００年ライフ株式ファンド 

 当期中における利害関係人との取引等はありません。 

 
ヘルスケア日本株マザーファンド 
 

区   分 買付額等 
Ａ 

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

 
Ｂ

 
売付額等 

Ｃ 
うち利害関係人 
との取引状況Ｄ 

 
Ｄ

 
Ａ Ｃ

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 15,813 1,644 10.4 18,998 4,953 26.1

 
※平均保有割合 30.4％ 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 
(２)利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券 

ヘルスケア日本株マザーファンド 
 

種     類 買  付  額 

 百万円 
株 式 247 
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(３)売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

げんき１００年ライフ株式ファンド 
 

項     目 当     期 

(a) 売 買 委 託 手 数 料 総 額 7,951千円 

(b) う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 1,533千円 

(c) (b)／(a) 19.3％  
 
※売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 

 

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当
ファンドに係る利害関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2019年６月21日から2019年12月20日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2019年12月20日現在) 
親投資信託残高 
 

種     類 
期首(前期末) 期        末 

口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円

ヘ ル ス ケア 日 本株 マ ザー フ ァ ン ド 2,821,164 1,831,200 4,476,551
 
※ヘルスケア日本株マザーファンドの期末の受益権総口数は7,476,038千口です。 
※単位未満は切捨て。 

 

投資信託財産の構成 (2019年12月20日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 

ヘ ル ス ケ ア 日 本 株 マ ザ ー フ ァ ン ド 4,476,551 94.7 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 249,685 5.3 

投 資 信 託 財 産 総 額 4,726,236 100.0 
 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2019年12月20日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 4,726,236,750円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 15,253,531 

 
ヘ ル ス ケ ア 日 本 株 
マザーファンド(評価額) 

4,476,551,678 

 未 収 入 金 234,431,541 
(B) 負 債 336,518,908 
 未 払 収 益 分 配 金 42,964,121 
 未 払 解 約 金 249,678,589 
 未 払 信 託 報 酬 43,723,350 
 未 払 利 息 33 
 そ の 他 未 払 費 用 152,815 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 4,389,717,842 
 元 本 4,296,412,198 
 次 期 繰 越 損 益 金 93,305,644 

(D) 受 益 権 総 口 数 4,296,412,198口
 １万口当たり基準価額(C/D) 10,217円

 
※当期における期首元本額6,595,606,443円、期中追加設定元本額
633,755,401円、期中一部解約元本額2,932,949,646円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
(自2019年６月21日 至2019年12月20日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 △      2,775円
 支 払 利 息 △      2,775 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 495,594,646 
 売 買 益 636,567,322 
 売 買 損 △140,972,676 

(C) 信 託 報 酬 等 △ 43,877,010 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) 451,714,861 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △ 46,695,081 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △268,750,015 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (   11,295,677) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△280,045,692) 

(G) 計       ( D + E + F ) 136,269,765 
(H) 収 益 分 配 金 △ 42,964,121 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( G + H ) 93,305,644 
 追 加 信 託 差 損 益 金 △268,750,015 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (   11,758,227) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△280,508,242) 
 分 配 準 備 積 立 金 362,055,659 

 
※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表
示しています。 

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

※期末における、費用控除後の配当等収益(31,299,140円)、費用
控除後、繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益(345,595,972
円)、信託約款に規定される収益調整金(11,758,227円)および分
配準備積立金(28,124,668円)より分配可能額は416,778,007円
(１万口当たり970円)となり、うち42,964,121円(１万口当たり
100円(税引前))を分配金額としております。 

 

 

分配金のお知らせ 
 

１万口当たり分配金(税引前) 
当 期 

100円
 
※分配金は、分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額「普通分配金」となり課税されます。分配後の基準価額が個別元
本を下回る場合は下回る部分が「元本払戻金（特別分配金）」となり非課税、残りの部分が「普通分配金」となります。 

 
上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 
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最近５期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

(ベンチマーク) 
ＴＯＰＩＸ(東証株価指数、配当込み) 株式組入 

比  率 
純 資 産 
総  額  

 
期 中 
騰落率 

 
期 中 
騰落率 

 円 ％ ％ ％ 百万円
２期(2015年12月21日) 15,605 22.7 2,132.86 10.5 91.0 11,385
３期(2016年12月20日) 16,461 5.5 2,209.88 3.6 93.5 15,079
４期(2017年12月20日) 23,475 42.6 2,647.81 19.8 84.6 15,098
５期(2018年12月20日) 19,922 △15.1 2,253.69 △14.9 89.4 15,565
６期(2019年12月20日) 24,446 22.7 2,639.92 17.1 92.1 18,275

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 
※ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当フ
ァンドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。 

 

当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 

(ベンチマーク) 
ＴＯＰＩＸ(東証株価指数、配当込み) 株式組入 

比  率 
 騰 落 率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％
2018年12月20日 19,922 － 2,253.69 － 89.4

  12月末 19,732 △ 1.0 2,223.11 △ 1.4 96.1
2019年１月末  20,163 1.2 2,332.52 3.5 98.0

  ２月末 21,170 6.3 2,393.08 6.2 98.2
  ３月末 21,536 8.1 2,395.21 6.3 96.2
  ４月末 22,013 10.5 2,434.82 8.0 97.9
  ５月末 21,023 5.5 2,275.96 1.0 97.5
  ６月末 21,412 7.5 2,338.89 3.8 97.8
  ７月末 21,880 9.8 2,360.18 4.7 96.7
  ８月末 20,900 4.9 2,280.58 1.2 96.5
  ９月末 21,860 9.7 2,418.29 7.3 97.5
  10月末 22,990 15.4 2,539.02 12.7 98.1
  11月末 23,824 19.6 2,588.40 14.9 97.3
(期   末)  

2019年12月20日 24,446 22.7 2,639.92 17.1 92.1
※騰落率は期首比です。 
※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

ヘルスケア日本株マザーファンド 
 

第６期 (2018年12月21日から2019年12月20日まで) 

信託期間 無期限（設定日：2013年12月20日） 

運用方針 日本の取引所に上場している株式の中から、医療・介護分野において、日本の産業育成政策等の成
長戦略の恩恵を受けると判断される銘柄に投資を行い、中長期的にＴＯＰＩＸ（東証株価指数、配
当込み）を上回る投資成果を目指して運用を行います。 
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ヘルスケア日本株マザーファンド 

 1 運用経過 
 

基準価額等の推移について(2018年12月21日から2019年12月20日まで) 
 
基準価額等の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※当ファンドのベンチマークは、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数、配当込み）です。 
※ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行

者、許諾者は当ファンドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うもので
はありません。 

 
 

基準価額の主な変動要因(2018年12月21日から2019年12月20日まで) 
 
 当ファンドは、日本の取引所に上場している株式の中から、医療・介護分野において、日本の
産業育成政策等の成長戦略の恩恵を受けると判断される銘柄に投資を行いました。具体的には、

「人生100年時代」に象徴される国内の少子高齢化といった人口動態や、健康志向の高まりといっ
たライフスタイルの変化などに着目し、このような分野で利益成長が可能な企業の株式を中心に
投資しました。 
 
 

上昇要因 

 
・１月から３月にかけて、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）の利上げに対する慎重姿

勢や、中国政府による景気対策期待の高まりが好感されたこと 
・９月上旬から期末にかけて、トランプ米大統領が中国との貿易協議継続に前向きな

姿勢を示し、世界景気および企業業績の底打ち回復期待が高まったこと 

 

※ベンチマークは、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

期  首  19,922円 

期  末  24,446円 

騰 落 率  ＋22.7％ 
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ヘルスケア日本株マザーファンド 

 
投資環境について(2018年12月21日から2019年12月20日まで) 
 
 
 
 
 期初は米中貿易摩擦の激化が嫌気され下落しましたが、2018年末にかけて、米国株の下落が一
服し上昇に転じると、国内株式市場も持ち直す動きがみられました。2019年１月から３月上旬に
かけては、ＦＲＢが利上げに対する慎重な姿勢を示したことや中国政府による景気対策期待を受
けて、国内株式市場は上昇しました。 
 ３月上旬から４月末にかけては、米中貿易協議の進展期待などから上昇する場面がみられたも
のの、国内および海外の経済指標が低調であったことから、一進一退での推移となりました。５
月は、米国が対中関税の引上げを発表し、米中貿易摩擦の激化による世界景気の先行き懸念が広
がったことから、国内株式市場は下落しました。その後、米中貿易摩擦問題の行方を巡る米中両
国の要人発言や各種報道を受けて、一喜一憂する展開となり、もみ合いで推移しました。 
 ７月から８月にかけては、製造業を中心に国内企業の４－６月期決算が市場予想を下回る低調
な内容であるなか、米中貿易摩擦問題が激化、為替市場で１米ドル105円程度まで円高・ドル安が
進み、国内企業業績の下振れが警戒されたことから、軟調な展開となりました。 
 ９月上旬以降はトランプ米大統領が中国との貿易協議継続に前向きな姿勢を示したことなどか
ら上昇に転じ、世界景気および企業業績の底打ち回復期待を背景に、期末まで上値を試す展開と
なりました。 
 当期の市場の動きをＴＯＰＩＸ（東証株価指数、配当込み）でみると、17.1％上昇しました。 
 
 

ポートフォリオについて(2018年12月21日から2019年12月20日まで) 
 
個別銘柄 

 利益成長力が高いと判断した扶桑化学工業、カシオ計算機、ストライク、ＣＫＤ、ＭＡＲＵＷＡ、
第一工業製薬などを買い付けました。 
 一方で、相対的魅力度が低下したマルハニチロ、大和ハウス工業、宝ホールディングス、前田
工繊、ライオン、大塚ホールディングスなどを売却しました。 
 
ポートフォリオの特性

 「人生100年時代」に象徴される国内の少子高齢化といった人口動態や、健康志向の高まりとい
ったライフスタイルの変化などに着目して投資を行った結果、化学、情報・通信業、サービス業、
電気機器、卸売業、医薬品、精密機器などの構成比率が高位となりました。 
 

当期の株式市場は上昇しました。 
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 当ファンドは、ＴＯＰＩＸ（東証株
価指数、配当込み）をベンチマークと
しています。 
 左のグラフは、基準価額とベンチマ
ークの騰落率の対比です。 

 

ベンチマークとの差異について(2018年12月21日から2019年12月20日まで) 
 
基準価額とベンチマークの対比（騰落率）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ベンチマークとの差異の状況および要因】 
 当期における基準価額の騰落率は、＋22.7％（分配金再投資ベース）となり、ベンチマークの
騰落率＋17.1％を5.6％上回りました。 
 
 

プラス要因 

 
・ジャストシステム、日立ハイテクノロジーズ、神戸物産、第一三共、ヨコオ、

メニコンなど、ベンチマークに比べ高ウェイトで保有する銘柄の株価が上昇し
たこと 

マイナス要因 

 
・栄研化学、前田工繊、ファンケル、ルネサンス、富士ソフト、セーレンなど、

ベンチマークに比べ高ウェイトで保有する銘柄の株価が下落したこと 
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 2 今後の運用方針 
 
 世界景気については、一部の主要国で製造業景況感に改善がみられるなか、主要各国における
景気配慮型の政策などが下支えとなり、底堅く推移すると想定します。短中期の景気循環および
企業業績の底打ち期待が株価の支援材料と考えられる一方、日本株のバリュエーション（投資価
値評価）は割安な水準からの修正が進みました。今後、一段と株価水準が切り上がるには、世界
景気および企業業績の力強い回復が必要と考えます。このため、株式市場は底打ち後の世界景気
や企業業績の回復の強さを見極めつつ、もみ合う展開になると想定します。リスク要因としては、
米中貿易協議の決裂、中国や欧州における信用不安の増大、中東情勢の緊迫化、英国のＥＵ（欧
州連合）離脱問題などに留意する必要があると考えます。 
 引き続き、「人生100年時代」に象徴される国内の少子高齢化といった人口動態や、健康志向の
高まりといったライフスタイルの変化などに着目し、このような分野で利益成長が可能な企業の
株式を中心に構成します。なお、中長期的な視点で成長力が低下したと判断した銘柄や、業績の
下方修正リスクが生じた銘柄などは、売却対象とします。 
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１万口当たりの費用明細(2018年12月21日から2019年12月20日まで) 
 

項 目 金額 比率 項目の概要 

(a) 売買委託手数料 77円 0.357％ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料  (株式) (77) (0.357)

(b) その他費用 0 0.001 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
そ の 他    ：信託事務の処理等に要するその他費用  (その他) (0) (0.001)

 合 計 77 0.358   
 
期中の平均基準価額は21,541円です。 
※期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。 
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。 

 

当期中の売買及び取引の状況(2018年12月21日から2019年12月20日まで) 
株 式 
 

 
買    付 売    付 

株  数 金  額 株  数 金  額 

   千株 千円 千株 千円 

国内 上 場  19,100 39,242,353 18,938 39,623,522 

   (603) (－)   
 
※金額は受渡し代金。 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 
※( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
(2018年12月21日から2019年12月20日まで) 

 
項     目 当     期 

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 78,865,875千円 

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 17,081,180千円 

(c) 売 買 高 比 率 ( a ) / ( b ) 4.61   
 
※単位未満は切捨て。 
※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
※外貨建資産については、(a)は各月末(ただし、決算日の属する月については決算日)の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金

額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。 
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利害関係人との取引状況等(2018年12月21日から2019年12月20日まで) 
(１)利害関係人との取引状況 
 

区   分 買付額等 
Ａ 

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

 
Ｂ

 
売付額等 

Ｃ 
うち利害関係人 
との取引状況Ｄ 

 
Ｄ

 
Ａ Ｃ

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 39,242 4,671 11.9 39,623 6,290 15.9

 
 
(２)利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券 
 

種     類 買  付  額 

 百万円 
株 式 247 

 
 
(３)売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 
 

項     目 当     期 

(a) 売 買 委 託 手 数 料 総 額 62,574千円 
(b) う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 8,732千円 
(c) (b)／(a) 14.0％  

 
利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当
ファンドに係る利害関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。 

 

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2018年12月21日から2019年12月20日まで) 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

組入れ資産の明細(2019年12月20日現在) 
国内株式 
 

銘     柄 
期首(前期末) 期     末 
株 数 株 数 評 価 額 

 千株 千株 千円
水産・農林業(0.8％)   
マルハニチロ 29.8 － －
サカタのタネ 39 33.8 129,285

建設業(1.5％)   
スペースバリューホールディングス 14.4 － －
住友林業 19.4 － －
大和ハウス工業 45.8 － －
ライト工業 144.6 162.6 255,444
協和エクシオ 26.2 － －

食料品(0.7％)   
Ｓ Ｆｏｏｄｓ 25.7 － －
宝ホールディングス 140.9 － －
不二製油グループ本社 13.5 － －

銘     柄 
期首(前期末) 期     末 
株 数 株 数 評 価 額 

ハウス食品グループ本社 34.6 2.8 10,612
ニチレイ 52.4 45.5 114,796

繊維製品(1.6％)   
グンゼ － 17.5 86,362
日本毛織 － 51.3 58,482
セーレン 77.2 82 131,364
デサント 3.8 － －

パルプ・紙(0.8％)   
王子ホールディングス － 116.9 72,127
レンゴー 89 － －
ザ・パック － 13.9 58,519

化学(16.1％)   
日産化学 30.5 － －
クレハ － 0.4 2,680
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銘     柄 
期首(前期末) 期     末 
株 数 株 数 評 価 額 

大阪ソーダ 4.7 26.7 84,906
デンカ 32.8 65.4 216,801
堺化学工業 34.9 15 38,910
四国化成工業 50.3 78.9 106,515
田岡化学工業 － 8.6 79,292
アイカ工業 75.8 75.7 272,898
タキロンシーアイ 92.1 125.7 91,886
扶桑化学工業 － 66.9 209,397
トリケミカル研究所 － 21.1 181,249
日油 80.2 74.5 274,532
第一工業製薬 － 40.9 187,935
太陽ホールディングス 18.1 13 56,940
富士フイルムホールディングス 23.8 1.8 9,531
資生堂 － 21.3 166,438
ライオン 122.7 － －
ファンケル 90.3 90.3 269,635
コーセー 1.1 － －
クミアイ化学工業 124.1 293.9 291,842
藤森工業 － 9.3 32,736
信越ポリマー － 128.7 132,561
ユニ・チャーム 45.2 － －

医薬品(5.5％)   
アステラス製薬 75.4 － －
日本新薬 － 15 139,950
中外製薬 7.7 34.2 340,632
エーザイ 6.1 － －
ロート製薬 24.6 － －
小野薬品工業 30 － －
栄研化学 114.6 82.4 169,332
ＪＣＲファーマ 23.7 11.5 99,130
沢井製薬 12.9 － －
第一三共 － 9 63,396
大幸薬品 － 21.8 71,504
大塚ホールディングス 39.9 － －
ミズホメディー － 17.8 48,558

ガラス・土石製品(4.2％)   
日東紡績 － 37.5 166,125
ＭＡＲＵＷＡ 16.7 39.8 331,932
ニチアス － 77.1 213,412

金属製品(0.5％)   
パイオラックス 50.6 34.9 76,954

機械(4.9％)   
やまびこ 75.4 61.2 75,337
レオン自動機 － 3.3 5,280
技研製作所 － 10.3 50,676
澁谷工業 37 － －
ダイキン工業 6 4.6 71,162
ＣＫＤ － 172 314,932
アマノ 38.4 39.9 134,662
スター精密 107.3 107.5 171,570

電気機器(10.8％)   
山洋電気 3.7 26.2 145,410

銘     柄 
期首(前期末) 期     末 
株 数 株 数 評 価 額 

デンヨー － 5 10,490
オムロン － 8.4 54,852
ＩＤＥＣ － 13.5 30,334
ＭＣＪ 5.5 － －
ＥＩＺＯ 9.9 4 15,940
日本信号 － 61.8 88,868
タムラ製作所 － 145.3 103,308
ヨコオ 35.9 58.8 194,040
リオン － 25.4 80,391
アズビル 50.3 77.4 246,519
日本光電工業 16.5 － －
エスペック 44.5 29.4 65,973
キーエンス 3.7 7.4 286,676
キョウデン 25.2 － －
イリソ電子工業 － 3.2 16,000
日本セラミック 17.5 34.8 97,718
カシオ計算機 38.6 135.9 299,795
ＫＯＡ 65.7 59.8 84,019

精密機器(5.5％)   
テルモ － 17.4 68,242
日機装 － 86.6 125,743
日本エム・ディ・エム － 26.2 60,522
島津製作所 30.5 25.5 88,230
マニー 22.1 － －
トプコン － 26.8 38,672
オリンパス － 21.2 35,149
ＨＯＹＡ 26.9 6.5 66,462
朝日インテック 24.7 22.2 70,596
メニコン 69.5 75.1 340,954
ニプロ 92.5 21.1 27,852

その他製品(4.0％)   
トランザクション － 34.1 33,315
前田工繊 77.8 － －
バンダイナムコホールディングス 42.4 44.3 289,279
パイロットコーポレーション 16.1 － －
ヤマハ 52.4 47.4 288,666
コクヨ 73 － －
グローブライド 5.8 15.3 40,040
オカムラ － 18.1 19,186

電気・ガス業(0.6％)   
メタウォーター － 22.8 99,180

陸運業(0.3％)   
ＳＢＳホールディングス 54.8 － －
日立物流 32.7 － －
丸和運輸機関 － 21 52,710

情報・通信業(12.0％)   
ＮＥＣネッツエスアイ － 37.6 134,608
システナ 93.6 170.3 305,858
ネオス 15 － －
ブロードリーフ 184 － －
メディアドゥホールディングス － 12.7 52,133
テクマトリックス － 57.2 138,023
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銘     柄 
期首(前期末) 期     末 
株 数 株 数 評 価 額 

コムチュア 26 68.4 166,417
インフォコム 44.3 75.4 191,516
クレスコ 18.5 45.2 161,816
ジャストシステム 103.9 48.1 296,296
フューチャー － 29.7 54,766
ネットワンシステムズ 33 － －
日本ユニシス － 4.7 16,356
ビジョン － 24.4 42,431
光通信 7.4 4.9 137,739
学研ホールディングス 16.4 11.4 86,184
東宝 42.1 － －
ＤＴＳ － 16.5 41,613
富士ソフト 31.8 44.6 190,442

卸売業(8.5％)   
神戸物産 87.5 78.9 292,719
マクニカ・富士エレホールディングス － 12.7 24,942
ＴＯＫＡＩホールディングス 46.7 215.4 244,479
シップヘルスケアホールディングス 58.9 39.2 201,488
アズワン 13 3.7 37,148
日立ハイテクノロジーズ 20.9 36 280,440
ＰＡＬＴＡＣ 44 42.2 232,944
イエローハット － 59.1 119,322
東テク 12.3 － －

小売業(2.5％)   
パルグループホールディングス － 32.1 118,449
オイシックス・ラ・大地 54.1 11 13,596
薬王堂 19.8 － －
スシローグローバルホールディングス 34.6 18.6 167,772
薬王堂ホールディングス － 23.4 58,359
丸井グループ 43.7 － －
ヤオコー 13.2 9.9 54,351
ケーズホールディングス 59 － －
ベルーナ 66.4 － －

銀行業(0.5％)   
ゆうちょ銀行 77 83.7 88,219

証券、商品先物取引業(1.0％)   
ＳＢＩホールディングス 74.1 74.1 170,430

保険業(2.9％)   
かんぽ生命保険 70 － －
ＳＯＭＰＯホールディングス 22.2 29.3 128,714
東京海上ホールディングス － 27.3 168,987
Ｔ＆Ｄホールディングス 40.8 128.6 184,283

その他金融業(0.9％)   
アルヒ － 50.7 116,204
ジャックス － 11.3 31,267

不動産業(2.1％)   
日本駐車場開発 407.3 597.6 95,018
スターツコーポレーション 25.5 33.5 93,297
イオンモール 47.1 47.6 92,201
カチタス － 4.9 23,226

銘     柄 
期首(前期末) 期     末 
株 数 株 数 評 価 額 

日本空港ビルデング － 8.6 53,062
サービス業(11.8％)   
日本工営 27.5 9.1 34,716
コシダカホールディングス 80.2 － －
エス・エム・エス 34.4 － －
ルネサンス 55.2 41.3 71,407
新日本科学 72.2 － －
ツクイ 16.8 － －
ベネフィット・ワン 31.5 1.9 4,273
ワールドホールディングス 19.9 － －
ジャパンベストレスキューシステム 67.4 21.4 24,396
ライク 31.3 11.5 18,331
エスプール － 21.4 16,991
ＷＤＢホールディングス 19.1 19.6 49,980
プレステージ・インターナショナル 191 318.1 320,644
セプテーニ・ホールディングス － 6.8 1,883
日本空調サービス 49.3 － －
オリエンタルランド 12.7 － －
フルキャストホールディングス － 99.8 236,825
エン・ジャパン 58.8 － －
Ｇｕｎｏｓｙ 32.5 － －
ベクトル 2.7 － －
チャーム・ケア・コーポレーション － 23.5 45,355
ＩＢＪ － 39.2 45,432
ベルシステム２４ホールディングス － 55.3 92,793
ストライク － 28.4 126,806
ソラスト － 17.2 21,379
キャリアインデックス 51.8 － －
ウェルビー 36.3 － －
日総工産 － 7.7 8,046
キュービーネットホールディングス 53.1 23 56,327
ａｎｄ ｆａｃｔｏｒｙ 6.6 － －
ベルトラ － 18.8 23,556
リログループ 71.2 54.1 155,753
共立メンテナンス 21.6 13.5 68,175
東京都競馬 － 37.4 132,209
セントラル警備保障 23.6 24.6 152,274
メイテック 6 13.1 80,303
船井総研ホールディングス － 54.2 135,716
イオンディライト 17.8 － －
ダイセキ 5.9 19.4 61,595

合 計
株 数 ・ 金 額 6,237 7,002 16,825,662
銘柄数＜比率＞ 133 144 ＜92.1％＞

 
※銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。 
※< >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
※評価額の単位未満は切捨て。ただし、評価額が単位未満の場合
は小数で記載。 

※－印は組入れなし。 

 



 

 

 

品    名：as809_05_【全体版】ヘルスケア日本株マザーファンド.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム Pd2-user 

プリント日時：2020/02/10 11:52:00 

 

－ 21 － 

ヘルスケア日本株マザーファンド 

投資信託財産の構成 (2019年12月20日現在) 
 

項      目 
期           末 

評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
株 式 16,825,662 90.3 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 1,798,444 9.7 
投 資 信 託 財 産 総 額 18,624,106 100.0 

 
※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 

資産、負債、元本及び基準価額の状況 
(2019年12月20日現在) 

 
項     目 期     末 

(A) 資 産 18,624,106,651円
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 1,654,348,841 
 株 式      ( 評 価 額 ) 16,825,662,100 
 未 収 入 金 137,666,210 
 未 収 配 当 金 6,429,500 

(B) 負 債 348,244,427 
 未 払 金 113,809,261 
 未 払 解 約 金 234,431,541 
 未 払 利 息 3,625 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B ) 18,275,862,224 
 元 本 7,476,038,715 
 次 期 繰 越 損 益 金 10,799,823,509 

(D) 受 益 権 総 口 数 7,476,038,715口
 １万口当たり基準価額(C/D) 24,446円

 
※当期における期首元本額7,813,562,988円、期中追加設定元本額
1,160,266,141円、期中一部解約元本額1,497,790,414円です。 

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額(元本の欠損)となります。 

※期末における元本の内訳は以下の通りです。 
げんき１００年ライフ株式ファンド 1,831,200,065円

ＳＭＡＭ・ヘルスケア日本株ファンド＜適格機関投資家限定＞ 5,644,838,650円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。 

損益の状況 
(自2018年12月21日 至2019年12月20日) 

 
項     目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 313,626,905円
 受 取 配 当 金 313,874,604 
 そ の 他 収 益 金 10,058 
 支 払 利 息 △       257,757 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 3,284,384,848 
 売 買 益 4,917,311,490 
 売 買 損 △ 1,632,926,642 

(C) 信 託 報 酬 等 △       178,334 
(D) 当 期 損 益 金 ( A + B + C ) 3,597,833,419 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 7,752,348,406 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,263,604,167 
(G) 解 約 差 損 益 金 △ 1,813,962,483 
(H) 計       (D+E+F+G) 10,799,823,509 
 次 期 繰 越 損 益 金 ( H ) 10,799,823,509 

 
※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※信託報酬等には、保管費用等を含めて表示しています。 
※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を
差し引いた差額分をいいます。 

 

 

お知らせ 
＜約款変更について＞ 

・委託会社の合併に伴う商号変更および電子公告アドレスの変更に対応するため、所要の変更を行いました。

 （適用日：2019年４月１日） 

 




